
決算書掲載頁　P215・P223・P229・P233

児童・生徒一人ひとりの人格を尊重し、個性の伸長を図りながら社会的資質や行動力、自己選択力を高める。

事
業
費
・
財
源

細事業：生徒・進路指導充実事業 98事業
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4

直営 昭和47年度以前

児童・生徒、保護者

生徒指導においては関係機関との連携、進路指導においては入試制度への対応を中心とした情報提供の充実を図る。
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対
象
者

生徒指導・進路指導活動に対する地域との連携を深めるとともに、進路に関する情報の発信を充実していく。
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市立小･中学校におけるクラブ活動の振興を図り、児童・生徒の学校生活を豊かなものとする。
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細事業：クラブ活動充実事業 99事業
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6

直営 昭和47年度以前

児童・生徒、保護者

クラブ活動の活性化に向けた事業の推進。
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対
象
者

学校における部活動数を維持するなど、活動の場を保障していく。
目
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一人あたり

世帯あたり 133
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細事業：生徒・進路指導充実事業                   

１．小中学校生活指導協議会事業 

市内小・中学校生徒指導担当者で構成する小・中学校生活指導連絡協議会において、各校の生徒指導について情

報交換を深め、「豊かな心の育成をめざして（小・中連携のさらなる充実を図る）」をテーマに、より望ましい生徒

指導のあり方の研究と実践に努めた。 

広域連絡会（警察、少年サポートセンター、子ども家庭センター等との連絡会）において各中学校区の事例報告

と討議を行った。 

また、小中学校の他に高等学校、警察、少年サポートセンターと協力し街頭補導を実施した。 

小・中学校生活指導連絡協議会の活動へ助成 ６００，０００円  全体会 年１０回 

２．進路指導充実事業 

 小・中学校における進路指導活動（進路指導説明会含む）への助成を行った。 

小・中学校進路指導連絡協議会の活動へ助成 ３８０，０００円 

 

細事業：クラブ活動充実事業                     

１．クラブ活動充実事業 

望ましい集団活動を通して調和のとれた発達を図り、集団の一員としての自覚を深め、よりよい生活を協力して

築いていこうとする態度を育てるため、クラブ活動の充実に努めた。 

クラブ活動助成 ５,２９５,０００円（内訳 小学校 ８９５,０００円 中学校 ４,４００,０００円） 

 クラブ活動報償費    ３０,０００円（全国規模の大会への移動費支援） 


